
I型手すりセット
手すりシステム

部品明細 取付位置

安全上のご注意ɻ安全のために必ずお守りください。
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直棒手すり （φ35 × 600） ɻɻ    ɻɻɻ１本
エンド金具ɻɻɻɻɻɻɻɻɻɻɻɻ ２個
なべタッピン先割れねじ （φ4 × 40）       ６本
なべタッピン先割れねじ （φ3.5 × 20） ɻ４本
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（玄関・出入口など）

手すりを握る高さは、
1200mm程度が一般的です。
状況に応じて適切な位置に
に取付けてください。
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● I 型手すりセットを水平や斜め方向に取付けないでください。
ɻ ɻI 型手すりセットは縦付用の手すりです。
ɻɻ水平や斜め方向に施工し使用時に無理な荷重をかけると、手すりの破損や
ɻɻ使用者の転倒・ケガにつながるおそれがあります。

● 金具固定箇所には必ず下地を入れてください。
ɻ ɻ
● 取付けには同梱のねじを指定の本数使用してください。
ɻ ɻ同梱品を使用しなかったり本数が不足した場合、手すりが外れ、ケガをするおそれがあります。

● 取付け完了後、手すりがガタつきなく確実に固定されていることを確認してください。
ɻ ɻ固定が不十分な場合、手すりが外れ、ケガをするおそれがあります。

施工前に、施工説明書を必ずお読みのうえ、正しく施工
してください。

〈052〉205-8400



① 直棒手すりにエンド金具をかぶせ、
     下穴（φ２）をあけてください。

② 手すり固定ネジ （なべタッピン先割れねじ
ɻ 3.5×20） でエンド金具を固定してください。

１． Ｉ 型手すりの組立て

②なべタッピン先割れねじ
（φ3.5×20ɻ２本）

①下穴（φ２）

２． Ｉ 型手すりの取付け

① 取付位置図を参考に取付け位置を墨出しして
ɻ ください。

【 着脱する場合】
ɻ② 仮固定
ɻɻ ɻ仮固定ネジ （なべタッピン先割れねじ 4×40）
ɻɻɻ で仮固定します。

           残りの部品 （カバー、ねじ類） は紛失しない
           ように製品小箱に入れ、エンド金具に引っ掛け
           て保管します。

ɻ③ 壁紙貼り前の取り外し
ɻɻ ɻ仮固定ネジをゆるめ、手すりを取り外して
ɻɻ ɻください。

ɻ④ 壁紙貼り後の本固定
ɻɻ ɻ壁面に残っている仮固定ネジを目印に、
ɻɻ ɻ手すりを引っ掛けてください。
        ɻ仮固定ネジと壁面固定ネジ （なべタッピン   
        ɻ先割れねじ 4×40） で本固定してください。
ɻɻɻ カバーを取付け、納まりを確認してください。

【着脱しない場合】
ɻ② 本固定
ɻɻ ɻ壁面固定ネジ（Aナベ+TP先割 4×40）で壁面
ɻɻɻ に取付けます。
            カバーを取付け、納まりを確認してください。
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なべタッピン先割れねじ
（φ4×40ɻ１本）

仮固定ネジを
ゆるめる

②仮固定

③取り外し
なべタッピン
先割れねじ

④本固定

（φ4×40ɻ２本）

なべタッピン
先割れねじ

②本固定

（φ4×40ɻ３本）

カバー取付け


